
第19回定時株主総会第19回定時株主総会

平成29年２月24日平成 年 月



１ 開 会 宣 言 ・ 議 長 宣 言１．開 会 宣 言 議 長 宣 言



２ 定 足 数 報 告２．定 足 数 報 告



３ 監 査 結 果 報 告３．監 査 結 果 報 告

招集ご通知 32 33ペ ジ招集ご通知 32～33ページ



監査結果報告



４ 事 業 報 告４．事 業 報 告

招集ご通知 ２ 17ペ ジ招集ご通知 ２～17ページ



（1）当事業年度の事業の状況（ ① 事業の経過および成果） 招集ご通知 ２P

個人消費の伸び悩み

企業収益 改善 足踏企業収益の改善に足踏み

雇用 所得環境の改善雇用・所得環境の改善

海外経済の不確実性の高まり



（1）当事業年度の事業の状況（ ① 事業の経過および成果） 招集ご通知 ２P

■新車販売台数(国内末端販売店向け出荷台数) 
※出所：一般社団法人日本自動車工業会 平成27年実績（集計期間:1月～12月）
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■国内のバイク保有台数
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※出所：一般社団法人日本自動車工業会 平成27年3月末現在
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（1）当事業年度の事業の状況（ ① 事業の経過および成果） 招集ご通知 ２P

バイクライフの生涯パートナー

■当社ビジネスの土台である車輌仕入の最大限の活用

～ 中期経営計画の基本戦略 ～

■当社ビジネスの土台である車輌仕入の最大限の活用

■小売の販売チャネルの拡充売 販売 拡充



（1）当事業年度の事業の状況（ ① 事業の経過および成果） 招集ご通知 ２P

～ 重点施策 ～

■バイク王の総合力の活用

■エリアマーケティングの強化

■人財育成の強化■人財育成の強化



（1）当事業年度の事業の状況（ ① 事業の経過および成果） 招集ご通知 ２P

買取機能店舗にて小売販売を開始 バイクワールドとの協業

バイク王東大阪店（２月） バイク王岡山店（６月）

バイク王京都伏見店（５月） バイク王平塚店（８月） バイク王インターパークバイク王京都伏見店（５月） バイク王平塚店（８月） イク インタ ク
宇都宮店（10月）



（1）当事業年度の事業の状況（ ① 事業の経過および成果） 招集ご通知 ２P

㈱G‐７ホールディングス（以下、G‐７社）との

業務提携 容

資本業務提携契約の締結について

■ 業務提携の内容
（１）両社の保有資産を活用したサービス展開

輪車 す 情報 有 び 推進（２）二輪車に関する情報の共有および活用の推進
（３）相互の人的交流

■ 資本提携の内容
当社の自己株式15万株をＧ‐７社に割り当て当社の自己株式15万株をＧ‐７社に割り当て
（同社による当社株式保有比率：0.98%）



（1）当事業年度の事業の状況（ ① 事業の経過および成果） 招集ご通知 ２P

業績ハイライト

第 期 第 期 増減額 増減率

個別 （単位：百万円）

第18期 第19期 増減額 増減率

売上高 18,412 16,996 ▲ 1,416 ▲ 7.7%

営業利益又は損失（▲） 234 ▲503 ▲ 737 -

経常利益又は損失（▲） 332 ▲394 ▲ 726 -経常利益又は損失（▲） 332 ▲394 ▲ 726 -

当期純利益又は損失（▲） 172 ▲586 ▲ 758 -

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております



（1）当事業年度の事業の状況（ ① 事業の経過および成果） 招集ご通知 ３P

第18期 第19期 増減額 増減率

バイク買取事業 （単位：百万円）

第18期 第19期 増減額 増減率

売上高 15,335 13,759 ▲ 1,575 ▲ 10.3%

経常利益又は損失（▲） 19 ▲ 794 ▲ 814 -

第18期 第19期 増減額 増減率

経常利益又は損失（▲） 19 ▲ 794 ▲ 814

バイク小売事業 （単位：百万円）

第18期 第19期 増減額 増減率

売上高 5,232 5,521 289 5.5%

経常利益 321 377 55 17 3%経常利益 321 377 55 17.3%

駐車場事業 （単位：百万円）

第18期 第19期 増減額 増減率

売上高 780 776 ▲ 3 ▲ 0.5%

経常利益又は損失（▲） ▲ 8 23 32 -

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております



５ 計 算 書 類 報 告

３. 監 査 報 告

５．計 算 書 類 報 告

３. 監 査 報 告
※スライドに表記する金額は、百万円単位となっております



貸借対照表 招集ご通知 18P

（単位：百万円）

第18期 第19期 増減額 増減率第18期 第19期 増減額 増減率

≪ 資 産 の 部 ≫

流 動 資 産 3,987 3,393 ▲594 ▲14.9%

固 定 資 産 1 493 1 402 ▲90 ▲6 0%固 定 資 産 1,493 1,402 ▲90 ▲6.0%

有 形 固 定 資 産 724 671 ▲53 ▲7.3%

無 形 固 定 資 産 80 63 ▲16 ▲20.8%

投 資 そ の 他 の 資 産 ▲ ▲投 資 そ の 他 の 資 産 687 667 ▲20 ▲3.0%

資 産 合 計 5,480 4,796 ▲684 ▲12.5%

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております



貸借対照表 招集ご通知 18P

第18期 第19期 増減額 増減率

（単位：百万円）

第18期 第19期 増減額 増減率

≪ 負 債 の 部 ≫

流 動 負 債流 動 負 債 1,040 974 ▲65 ▲6.3%

固 定 負 債 267 299 32 12.1%

負 債 合 計 1,307 1,273 ▲33 ▲2.6%

≪ 純 資 産 の 部 ≫≪ 純 資 産 の 部 ≫

株 主 資 本 4,173 3,522 ▲650 ▲15.6%

純 資 産 合 計 4 173 3 522 ▲650 ▲15 6%純 資 産 合 計 4,173 3,522 ▲650 ▲15.6%

負 債 ・ 純 資 産 合 計 5,480 4,796 ▲684 ▲12.5%

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております



損益計算書 招集ご通知 19P

（単位：百万円）

第18期 第19期 増減額 増減率

売 上 高 18,412 16,996 ▲1,416 ▲7.7%

売 上 原 価 10,076 9,706 ▲369 ▲3.7%

売 上 総 利 益 8 336 7 289 ▲1 047 ▲12 6%売 上 総 利 益 8,336 7,289 ▲1,047 ▲12.6%

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 8,102 7,792 ▲309 ▲3.8%

営 業 利 益 又 は 損 失 （ ▲ ） 234 ▲503 ▲737 -

営 業 益営 業 外 収 益 101 113 11 11.7%

営 業 外 費 用 4 5 0 23.4%

経 常 利 益 又 は 損 失 （ ▲ ） 332 ▲394 ▲726 -経 常 利 益 又 は 損 失 （ ▲ ） 332 ▲394 ▲726

特 別 利 益 0 0 0 -

特 別 損 失 28 44 16 56.2%

税引前当期純利益又は損失（▲） ▲ ▲税引前当期純利益又は損失（▲） 303 ▲438 ▲742 -

法 人 税 等 131 147 16 12.4%

当 期 純 利 益 又 は 損 失 （ ▲ ） 172 ▲586 ▲758 -当 期 純 利 益 又 は 損 失 （ ▲ ） 172 ▲586 ▲758

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております



株主資本等変動計算書 招集ご通知 20P

株主資本
純資産

（単位：百万円）

純資産
合計資本金

資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

株主資本
合計

平成27年12月１日残高 590 609 3 368 ▲395 4 173 4 173平成27年12月１日残高 590 609 3,368 ▲395 4,173 4,173

事業年度中の変動額

剰余金の配当 ▲96 ▲96 ▲96

当期純損失（▲） ▲586 ▲586 ▲586

自己株式の処分 ▲7 39 32 32

自己株式処分差損の振替 7 ▲7 - -

事業年度中の変動額合計 - - ▲690 39 ▲650 ▲650

平成28年11月30日残高 590 609 2 678 ▲356 3 522 3 522平成28年11月30日残高 590 609 2,678 ▲356 3,522 3,522

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております





第 期 振り返り第19期の振り返り

第20期の方針



第19期の振り返り（バイク買取事業）

バイク買取事業バイク買取事業

課題

仕入台数の減少

課題

仕入台数の減少



第19期の振り返り（バイク買取事業）

①お客様からのお申し込み件数が減少
当社サービスを選んでもらうには、

「バイク王」ブランドのイメージ向上が重要「バイク王」ブランドのイメ ジ向上が重要

信頼性・誠実感・安心感を訴求

「販売＋メンテナンス」篇「買取＋α 」篇



第19期の振り返り（バイク買取事業）

②外部環境の変化への対応が不足
特に若年層を中心に、より簡便に非対面で完結するものが

好まれる傾向

LINE公式 カウ ト 開設

好まれる傾向

LINE公式アカウントの開設



第19期の振り返り（バイク小売事業）

バイク小売事業バイク小売事業

小売販売は堅調に推移

エリアマーケティングを踏まえ、
小売販売が見込める地域を選定し、

商圏規模に見合った店舗展開を推進

新たに 店舗で小売販売を開始（ 期末時点 店舗）

規模 見 展 推

新たに５店舗で小売販売を開始（19期末時点：18店舗）



第20期の方針

現状を踏まえ、ビジョンの実現に向けた取り組み

①小売販売台数の増加①小売販売台数の増加

②仕入台数の増加

成長軌道に乗せる成長軌道に乗せる



ビジョン

バイクライフの生涯パ トナバイクライフの生涯パートナー

バ を売 な ババイクを売るならバイク王

進進化

バイクに関して「面と時間軸の広がり」を持った
サ ビスを総合的に提供

バイクのことならバイク王

サービスを総合的に提供

バイクのことならバイク王



第20期の取り組み

①小売販売チャネルの拡充

②広告宣伝活動の見直し

③③人財採用・育成の強化



第20期の取り組み

①小売販売チャネルの拡充

■エリアマーケティングに注力し、

商圏規模を見極めたうえで商圏規模を見極めたうえで、

売上が見込める地域での
20期２月１日時点

小売販売を開始
期

28店舗

小売販売台数の増加

28
13 18

28

第18期 第19期 第20期



第20期の取り組み

バイクワールドの敷地内に出店した店舗

バイク王岡山店 バイク王インターパーク宇都宮店



第20期の取り組み

②広告宣伝活動の見直し

■テレビやラジオ等での広告内容を再度見直し、

出張買取サ ビスをダイレクトに訴求出張買取サービスをダイレクトに訴求

「10万円キャンペーン」篇

■LINE公式アカウントでのサービス内容の見直し

お申し込み件数の増加



第20期の取り組み

③人財採用・育成の強化

■新たな社内研修プログラムを策定
■買取と販売の両業務を遂行できる人財を育成
■新たな社内研修プログラムを策定
■マルチな能力が評価される仕組みを構築
■優秀な人財を採用■優秀な人財を採用
■管理職のマネジメント研修を実施



第20期の取り組み

バイクライ の生涯パ トナバイクライフの生涯パートナー

実現に向けて実現に向けて

バイク買取 バイク小売

買 と小売 真 融合を図る買取と小売の真の融合を図る





６ 決 議 事 項

３. 監 査 報 告

６．決 議 事 項

３. 監 査 報 告

招集ご通知 34～46ページ



決議事項 招集ご通知 34～46P

第１号議案 第19期剰余金処分の件

第２号議案 定款一部変更の件

第３号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

第４号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

第５号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

第 号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く ）の報酬額決定の件第６号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬額決定の件

第７号議案 監査等委員である取締役の報酬額決定の件第７号議案 監査等委員である取締役の報酬額決定の件



第１号議案 招集ご通知 34P

■第19期剰余金処分の件

（１）配当財産の種類 ： 金銭

（２）１株当たり期末配当金 2円 総額 27 931 200円（２）１株当たり期末配当金 ： 2円 総額 27,931,200円

（３）剰余金の配当が効力を生じる日 ： 平成29年２月27日

第19期

中 間 2円

期 末 2円

合 計 4円



第２号議案 招集ご通知 35～40P

■定款一部変更の件

監査等委員会設置会社 の移行にともなう監査等委員会設置会社への移行にともなう、

監査等委員会および監査等委員に関する監査等委員会および監査等委員に関する

規定の新設ならびに監査役および監査役会に

関する規定 削除等関する規定の削除等

変更の内容については、お手許の招集ご通知をご確認ください



第３号議案 招集ご通知 41～42P

■取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

石 川 秋 彦

加 藤 義 博加 藤 義 博

大 谷 真 樹大 谷 真 樹

山 縣 俊山 縣 俊
略歴、地位、担当および重要な兼職の状況については、お手許の招集ご通知をご確認ください



第４号議案 招集ご通知 43～44P

■監査等委員である取締役３名選任の件

産 形 昭 夫

山 口 達 郎山 口 達 郎

齊 藤 友 嘉

山口達郎氏および齊藤友嘉氏は、社外取締役候補者として選任をお願いするものであります

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況については、お手許の招集ご通知をご確認ください



第５号議案 招集ご通知 45P

■補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

樋 口 功 雄、樋 口 功 雄、

樋口功雄氏は、補欠の社外取締役候補者として選任をお願いするものであります、

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況については、お手許の招集ご通知をご確認ください



第６号議案 招集ご通知 46P

■取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬額決定の件

・取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬額

年額 200,000千円以内

本議案に係る決議の効力は、第２号議案に係る定款変更の効力が発生することを条件といた
します



第７号議案 招集ご通知 46P

■監査等委員である取締役の報酬額決定の件

・監査等委員である取締役の報酬額

年額 30,000千円以内

・各監査等委員である取締役に対する具体的金額、

支給の時期等は、監査等委員である取締役の

協議による

本議案に係る決議の効力は、第２号議案に係る定款変更の効力が発生することを条件といた

協議による

します



７ 質 疑 応 答 ・ 審 議７.  質 疑 応 答 審 議



８ 議 案 の 採 決８.  議 案 の 採 決



第１号議案 招集ご通知 34P

■第19期剰余金処分の件

（１）配当財産の種類 ： 金銭

（２）１株当たり期末配当金 2円 総額 27 931 200円（２）１株当たり期末配当金 ： 2円 総額 27,931,200円

（３）剰余金の配当が効力を生じる日 ： 平成29年２月27日

第19期

中 間 2円

期 末 2円

合 計 4円



第２号議案 招集ご通知 35～40P

■定款一部変更の件

監査等委員会設置会社 の移行にともなう監査等委員会設置会社への移行にともなう、

監査等委員会および監査等委員に関する監査等委員会および監査等委員に関する

規定の新設ならびに監査役および監査役会に

関する規定 削除等関する規定の削除等

変更の内容については、お手許の招集ご通知をご確認ください



第３号議案 招集ご通知 41～42P

■取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

石 川 秋 彦

加 藤 義 博加 藤 義 博

大 谷 真 樹大 谷 真 樹

山 縣 俊山 縣 俊
略歴、地位、担当および重要な兼職の状況については、お手許の招集ご通知をご確認ください



第４号議案 招集ご通知 43～44P

■監査等委員である取締役３名選任の件

産 形 昭 夫

山 口 達 郎山 口 達 郎

齊 藤 友 嘉

山口達郎氏および齊藤友嘉氏は、社外取締役候補者として選任をお願いするものであります

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況については、お手許の招集ご通知をご確認ください



第５号議案 招集ご通知 45P

■補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

樋 口 功 雄、樋 口 功 雄、

樋口功雄氏は、補欠の社外取締役候補者として選任をお願いするものであります、

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況については、お手許の招集ご通知をご確認ください



第６号議案 招集ご通知 46P

■取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬額決定の件

・取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬額

年額 200,000千円以内

本議案に係る決議の効力は、第２号議案に係る定款変更の効力が発生することを条件といた
します



第７号議案 招集ご通知 46P

■監査等委員である取締役の報酬額決定の件

・監査等委員である取締役の報酬額

年額 30,000千円以内

・各監査等委員である取締役に対する具体的金額、

支給の時期等は、監査等委員である取締役の

協議による

本議案に係る決議の効力は、第２号議案に係る定款変更の効力が発生することを条件といた

協議による

します



９ 閉 会 宣 言９.  閉 会 宣 言



本日はありがとうございました本日はありがとうございました


